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I プラナリア再生の分子生物学 
Molecular Biology of Planarian Regeneration 

 
梅園良彦・餅井真・織井秀文 

Umesono, Y., Mochii, M., Orii, H. 
 
 プラナリアは再生能力が強く、小断片からも１個体を再構成する。プラナリアを用いて、再生原理

を明らかにするために、1.体軸、領域の決定機構、2.分子マーカーを用いた組織再構築の分子機構、

3.分化多能性幹細胞の解析を進めている。 

 

 
Ⅱ カエルの生殖細胞決定機構の分子細胞学的研究 

Molecular Analysis of Frog Germline 
 

梅園良彦・餅井真・織井秀文 
 Umesono, Y., Mochii, M., Orii, H. 

 
 アフリカツメガエルの生殖細胞の形成は、卵に含まれる生殖細胞質と呼ばれる特殊な細胞質によっ

て決定づけられる。この生殖細胞質の構成分子を明らかにするとともに、その役割を分子生物学的手

法で解析している。 

 

 

Ⅲ プラナリアの体細胞系幹細胞から生殖系細胞への分化機構

の研究 
Molecular Analysis of Differentiation from Somatic Stem Cells to Germline in Planarians. 

 
梅園良彦・織井秀文 

 Umesono, Y., Orii, H. 
   
 プラナリアは、通常、自ら切断・再生を繰り返し無性生殖で増殖する。このとき、体中に分布する

体細胞系幹細胞が様々な細胞へと分化する。一方、特殊な条件下でプラナリアを飼育すると卵や精子

を形成し有性生殖を行う。このとき、体細胞系幹細胞は生殖系幹細胞を経て卵や精子へと分化する。

この体細胞系幹細胞から生殖系幹細胞への分化のメカニズムを分子生物学的手法で解析している。 

 



Ⅳ 両生類を用いた再生能の分子生物学的研究 
Molecular Analysis of Regeneration Potential in Amphibia 

 
餅井真 

Mochii, M. 
   

両生類は、ほ乳類に比べ高い再生能を持つ。この再生能をうむ分子的基盤を明らかにすることを

目的として研究する。具体的には、両生類の四肢や尾部の再生に特有な構造である先端表皮キャッ

プの形成とその機能に関わる遺伝子を単離し解析する。また、カエル幼生とイモリの尾部再生を比

較することから、イモリで完全な再生がおきるしくみを明らかにする。 
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大学院生命理学研究科 

博士後期課程 

奥村 晃成：尾部再生過程で発現する遺伝子に関する研究 

  博士課程（５年一貫） 

Mohammad Abdul Auwal：プラナリアの再生制御機構に関する研究 

  博士前期課程 

佐藤健太郎：傷表皮特異的 Xenopus es1 の機能と発現の解析 

木元 駿平：プラナリアの生殖系幹細胞分化に関する研究 

原田 聖矢：オタマジャクシ培養尾部断片からの再生 
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